
論 文

1950年前後における京大学生運動（下）
綜合原爆展と京大天皇事件を中心に

は じ め に

本論 前 篇となる「1950年 前後における 京大学 生

運動（上）」（以下 （上）） は、 1949 年から 翌年に

至る 京大学 生運動を 京都民主戦線との関係から描

き直したもので ある。 とりわけ、 京都民主戦線を

背 景とする学内統一民 主戦線派 （主 流派） の 興隆、

その後の国際派学 生の 突き上げによる運動の 急進

化 （ 前進 座事件、 円 山事件等） と学 生処分が その

主な内容であった（！）。

1951年は、 上 記の諸事件で 打撃を受けた 京大学

生運動が立て直しを模索する時期にあたる。 とく

に 同学会や日本共 産党 京大細胞が、 日本共産党や

全学連と いった学外組織と関連しながら、 いかに

して綜合原爆 展や京大天皇事件に取り組むことに

なったのかを本論では明らかにした い。

すでに綜合原爆 展及び 京大天皇事件につ いては

諸資料が掘り起こされ、 それらを用 いた先行研究

も存在する ω。 特に川 合一良氏、 小畑哲 雄氏ら「原

爆 展」掘り起こしの会 員による諸成果、 研究者に

よる 聞き取り記録は有益な研究資料となる。 あわ

せて、 本論では、『戦後学 生運動関係資料 I』『 京

大天皇事件関係資料』（ 京都大学大学文書館所蔵）、

t he Ja p a nese  Moder n Hist ory Ma nusc r i pt 

Collect ion （フーヴァー研究所アーカイヴズ所蔵）、

綜合原爆 展関係資料（ 個人蔵） などを用 いる。

（上） で見たように、 京大学 生運動は主 流派の
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影響が強く、 1951年もこの傾向は続 いて いる。 た

だし、 同年 夏以 降における主 流派の主導 権確立や

武装闘 争方針の影響が 京大学 生運動に一 義的に及

んだわけではな い。 そこには 京都と いう地 域 特有

の事情が あったことを併せて考える必要がある。

1950年の 京 都民主戦線の影響は 翌年も息づ いて

おり、 それが統一地 方 選における「民統派」 候補

の支援や綜合原爆 展の 実施に 結 実したと本論では

考えた い。 この 軌 跡を 朝鮮戦 争や「逆コース」に

抵抗する 政治的な民主戦線から文化的な民主戦線

への移行ととらえるならば、 後者の綜合原爆 展は

当時の学 生運動の ひとつの到達点であった。 本論

では、 以上の諸過程を描きつつ、 この動きが その

後の 京大天皇事件に いかにつながって いったのか

を 追っていきた い。

I 政治的民主戦線の再興

1 ） 「民統派」 の 進出

日本共産党の1951年は、 全面 講和運動の 呼び

かけからはじまって いる。 同年 1月初旬、 党 臨時

中 央指導部は 全面 講和 実現に向けた一大国民運動

を 起こすべきことを提 唱した。 この 党主 流派（所

感派） の主導下で 誕生したのが 全面 講和 愛国運動

協議会（ 全愛協） である。

全 愛協は、 共 産党、 労働者 農民党、 産 別、 日中

友好協会、 婦人民主クラブ、 関西主婦連合会、 大
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山郁 夫、 平 野義太郎、 足立梅 市らが中 心となって、

1月15日に 結成された。 彼らは、 全面 講和による

平和と民 族独立の 実現を目指して、 講和投票運動

を千子って いくことになる （ 3）。

京大では主 流派の影響が強く、 1月26日の 京大

同学会代議 員 選挙では「民統派J（主 流派） の新

執行部が 選 出された。 彼らの運動は全面 講和要求

が主軸で、 この場で全面 講和投票の全学的 展開が

圧倒的多数で 可決されたω。

乙の運動の浸透にあたって大きな役割を果たし

たのが『京大 平和の戦士』（ 1月16日創刊） であっ

た。「創 刊に当 ってjには「われわれの手で全面

講和をかちえ、 祖国を 平和と 独立の 栄えある 勝利

に導くべき」 （ 5）とあるうえ、 椎 野悦朗（ 党 臨時指

導部議長） の論 説も掲載されたことから、 主 流派

の学内組織によって発行されたと考えられる。

よって、 同 紙の方針は 全面 講和運動の 推進であり、

同 紙 2 号（ 1月3 0日 ） の主張「 講和投票は民 族存

亡の鍵jでは「この 講和投票こ そ、 すべての国民

が その信 教、 政治的立場の 知何にか 〉わらず、 極

少の売国奴を除き、 大 同 団 結すべき一大 政治決戦J

(6）だとして、 勝算ラインとなる4000 万以上の投

票を 呼びかけた。

宣伝とあわせて運動も開始され、 立 命館大 生に

よる26日の「全面 講和 促進、 再軍備反対 総けつ

超大会」 を皮切りに、 3 0日には関西各地で 総決起

大会が開催された。 京大でも河上祭で「全面 講和」

と書かれた「河上まんじゅう」が売り 出された。

2月3日には恒例の 吉 田神社節分祭が聞かれ、 同

学会は「 講和ア メjを売ったり、「 講和みくじ」

を配ったりして、 全面 講和 実現をアピールした （ 列。

一方、 武井 昭夫率 いる全学連は、 宮本顕治ら国

際派の影響が強く、 主 流派とはやや 力点の異なる

運動方針を 打ち 出して いる。「全学連情報」 1 号（ 1 

月15日 ） によれば、「 全面 講和の 為の闘 いは、 平

和のための闘 いと密接不 可分に 結びつ いて居り、

平和を守る全人民的な闘 いなしに全面 講和をかち
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とる闘 いはありえな p」 （ 8）として、 平和運動の 促

進を目指した。

その後、 全学連は「全面 講和投票運動の 展開に

関する具体的指示 J を 打ち 出したものの、「反植

民 地 闘 争 デー 及び世界平和 協議会開催の二月

二十一日を目指して一一 講和投票運動の第一段 階」

(9）と いう文言があるように、 運動の目標を反植民

地闘 争 デーに置 くことになる。

同 様に、 京大学 生運動でも両面の動きが 展開さ

れた。 まず全面 講和要求運動は 1月から 2月上旬

にかけて各学部にまで浸透し、「法学部民主勢 力

結集体たる民主戦線統一会議」、 経済 ・ 医学部自

治会の働きかけによって投票数は8000に達した （ 10 ）。

他方で、 京大細胞の機関誌『 京大戦線.I 5 号（ 2

月 5日 ） には反植民地闘 争 デーに向けた演出が見

て取れる。 とくに、中国共 産党との連携が強調され、

北 京 放 送による河上祭の紹介や、『人民日報』 1

月28日の論 説「日本人民こ そ犠牲 再軍備を黙示

せず」が掲載された （ 1九 同 紙 7 号（ 2月19 日 発行）

では、 講和運動と反植民地闘 争 デーに向けた 活動

が紹介され、 一面中 央で「二 ・ 二一反植民地斗 争

デー「アジア 青年の集 p」 に参加しよう！ 」 と 呼

びかけられた問。

こうして、 京大内で両派の運動が 重なりを見せ

るなか、 運動上の対立が 生じて いる。 事の成り行

きは 京大細胞 側が 発した「 声明」（ 1月3 0日付）

に 詳し い。 このビラで、 京大細胞は「日本共 産党

京大細胞統一委 員会J と いう 団 体を 以下のように

批判する。

彼等は十月レッド ・ パージ粉砕大会で条件を

無視して ゼネストを主張し、 水口委 員長に「処

分を恐れてストも 出来 ぬ日和見主 義者jと ヒ

ボウした。 而るに一一 ・ 八 デモ以来、 学内に

警官が侵 入し「 前進 座と語る会」 が弾圧され、

大量処分があるや 京大より姿を 消し立 命二部

にたむろし「反戦学 生 同盟」を悟称して無署

名挑発ピラを 同志社 その他に敷街した。 十二
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月 円 山斗 争により、 六十 七名の学 生が獄中に

あり、 数 百の学 生が検察庁、 裁判所へ抗議し

釈 放カン パに頑張 って 居た時、 彼等は椅 子に

すは って研究会を開 いて いた。 口に 水口委 員

長が獄中にあり 同学会が 弱体化したのに 乗じ

「府学連自治会代表者会議」 を百集し、 人文

学園と立 命二部だけで第二府学連を作り 京大

を ボイコ ツトし彼等は、 皆書記に 名を連ねた(1 3）。

「彼等jとして「阪本（ E 2 )  Jらの名 前があるが、

昨年10月に 京大細胞から除名された経済学部の阪

本亮二と考えられる。 阪本らは「反戦学 生 同盟j

を 名乗ったことから反主 流派と考えられ、 主 流派 ・

反主 流派の対立が 京大で再表面化したM。

こうした対立は 全学連の 耳にも届 いて いたよう

で、 南敏雄「関 西における反対派 ・分裂主 義者グ

ループとの闘 争」（『学 生評論』 8 号、 1951年3月

発行） では、 昨年後半の国際派主導の学 生運動を

正当化しつつ、 関西の大学、 とりわけ 京大の「分

裂主 義者」（主 流派を指す） の「 右翼的 偏向jを

批判して いる（日）。

2） 「民統派J 議員 の 支援

1951年 2月下旬は、日本共 産党や学 生運動にとっ

て 重要な出来事が起こった。 世界 平和評議会第 1

回 総会でのベルリン ・アピール 採択 （ 2月21日）

と、 党回 全協での 武装闘 争路績の 採用（ 2月23 日）

である。

学 生運動に いち 早く浸透したのは 前者だった。

3月 1日に 全学連中 執はベルリン ・アピール署名

運動を開始した。 一 方で、 全学連中 執は主 流派の

平和擁護日本委 員会を 批判するなど、 主 流派 ．国

際派の対立は 平和運動にも及ん で、いる116)

両派の代理単先 争は、 3月27 日の 平和委 員会 全国

代表者会議で頂点、に達した。 ベルリン ・アピール

を無視して 全面 講和投票運動に 専念する主 流派と

ベルリン ・アピール署名運動を 重視する国際派が

対立したのである07）。
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主 流派の強 い京大では 講和運動を継続しながら、

4月の第 2回統一地方 選挙に向けて 選挙運動に積

極的に取り組んだ。 しかし、 ここにもベルリン ・

アピール署名運動が関係して、 複 雑な 様相を呈し

て いる。

主 流派 系の『 京大 平和の戦士』 7 号（ 4月9日、

京大 同学会内で 発行） を見れば、 ベルリン ・アピー

ルへの言及はほとんどなく、 講和運動と 選挙運動

が中 心である。 その 方針は 同誌一面下の「 京大細

目包統一 選挙スローガンjに集約され、 全面講和支 持、

共 産党非合法化反対などの「中 心スローガンjと、

学内細則粉砕、 公安条 例撤廃、 全面 講和の統一メー

デーに立つ府 市会議 員支 持などの「部分スローガン」

から構成された。

前者には「 五大国は 平和条約を 締結せよリと

してベルリン ・アピールを意 識した文言もあるが、

後者では「レッド ・ パージ反対の先頭に立つ出隆

を学園に取 返せ！ ／統 ーを乱す 全学連中 央の分裂

主 義者を 追放せよ！」と いう反主 流派 批判が 展開

された08）。 これは 選挙を 控えて、 反主 流派の 活動

も 活発化して いたからであった。

実際、 4月11日に「 京都民主戦線共斗会議準備

会jなる事E織によって「 全 京都の 愛国者諸 君に 訴う」

と題するピラが撒かれて いる。 一見民統派に見え

るものの、 提 唱 団体は 金属 京滋支部準備会、 京都

府学 生自治会連合、 京都反戦学 生 同盟、 民主 青年

同盟 京都支部準備会であるため、 反主 流派の労組、

学 生 団体が 結集したものと考えられる。

ここで、 彼らはベルリン ・アピールを 採択した

世界 平和評議会の決議支 持を 繰り 返し求めたうえ

で、「今度の地方 選挙に亦共 産党の一部の者は、

これら人民の 裏切者、 戦 争協 力者と手を 結び、 こ

の 野党連合と称する売国連合を諸 君等の 昧方の 如

くに 宣伝し決定的に我々を敵に売り渡 そうとして

いる」とL Eう主 流派及び民主戦線 批判を 展開した問。

同じく、 4月23 日に先の「日本共 産党 京大細胞

（統一委 員会）」が「 京大細胞（ 臨中）」および「 同
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学会内部の 右翼分裂主 義者」 批判を目的としたピ

ラを撒 いた。 同 団体の認 識では、『 京大 平和の戦士』

は「 京大細胞 （ 臨中）」の発行物であった。 ビラ

には「進 歩的学 生は関西地方反戦学 同 京大班 （元

京大反戦学 同）に 結集せよ！」と記されて いるので、

党国際派一 全学連中 執一反戦学 同一 京大細胞（統

一委 員会） とL Eうラインが確認、 で、きる （20)

とは いえ、 京大で多勢であったのは主 流派で、

全面 講和要求と 選挙支援が運動の主軸となる。 彼

らは、 市会 選挙と 同じ日 （ 4月23 日 ） に『 京大 平

和の戦士.I 9 号を発行すると、「今日投 ぜられる

一票々々は日本の運 命を決定する。 “単 独 講和”

の 全国、 学内えの その表れ “学内細則” の強行、

まさにこれとの斗L E」として、「 市議民主戦 線統

一 候宇南」 への投票を 呼ひ寺 カ通けた （2 1)

続 いて、 府県会議 員 選挙投票日 （ 4月3 0日 ） に

は『 京大 平和の戦士』 10 号を発行し、 市区町村 選

挙の 総括と府県会議 員 選挙に出馬する民統派 候補

の支援を行った。 先の 市会 選挙では 末本 徹夫（初

代 同学会委 員長）が 落選したため、「 棄権はダレス ・

吉 田の 思う壷」として、 学 生たちに「府議民統f侯補菌」

への投票を 促した （22)

同学会は、 この運動を 翌日の メー デー（ 5月 1日）

に 結びつけようとし、 その 前 夜祭に記録映画「 勝

利の記録」 を 西部 講堂で上映する計画を立てた。

この映画は、 昨年度に 全 京都民主戦線統一会議の

依頼で日映演 （監 督小坂哲人） が作成したもので、

大 山都 夫、 蛤川虎 三、 高 山 義 三を先頭とする民主

戦線の 活動と メ一 デ一 の状況が 活写されて いる （2 3)

5月 1日、 京大ではまず文学部から メー デー歌

の合 唱がはじまり、 約 80名が 赤旗を先頭に学内 デ

モを行った。 その後合 流した約 800名の学 生が「 実

質的な デモ」（会場である御所までの デモは公安

委 員会から禁 止されて いた） を行って 京都御所で

他 団体と合 流し、 選挙に当 選した民統派議 員を先

頭に 市内を行進した （2 4)
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II 文化的民主戦線の予兆

1 ） 小野信爾救援運動

日本共 産党内の一連の対立を見かねた世界 平和

評議会は、 ベルリン ・アピール支 持 ・拡大運動に

講和投票運動を含めることを 助言した。これにより、

4月中旬になって運動方針の 歩み 寄りが 実現し、

平和委 員会常任委 員会はベルリン ・アピールが 講

和投票運動と一 致した内容を 持つことを確認、 共

産党 臨時中 央指導部もベルリン ・アピール無視を

『 前 衛』 で自己 批判した間。

この 影響は 京大にも及び、『 京大 平和の戦士』

11 号（ 5月8日） の論調も大きく 変化した。 主張

「統一 メー デーの 勝利とベルリン ・アピール」に

くわえ、「B ·ア ピ ー ル こ そ 平和と 独立の叫びJ

の記事や 平和擁護日本委 員会のベルリン ・アピ一

ル署名運動が掲載された （2 6)

実 践運動にも 同 様の変化が見られる。 京大では

小野信 爾救援運動と 春季文化祭 実施と いう学内運

動を通じて、 ベルリン ・アピールへの署名獲 得を

目指した点に 特 徴がある。

1951年 2月、 当時文学部 東洋史学 専攻新制3回

生だった 小野は、 警察官に人民弾圧反対と民 族独

立への共闘を 呼びかけたピラを下鴨警察署前 で、配っ

たことが地方公務 員法 違反に問われて検束された。

のちに占領軍への妨害を禁 止した政令 325 号違反

に切り替わり、 4月に大阪の軍事法廷で 重労働3年、

罰 金1000ドルの 判決を受けた。

小野は 党の地域細胞に所 属し、 京大細胞や 同学

会に所 属して いなかった問。 それでも、『 京大 平

和の戦士』 5 号（3月19 日発行） に「面会もさせ

ず 小野君軍 裁へjの記事が載り、 釈 放後大阪軍 裁

に固されたことに対する 批判や「労 農救援会 京大

支部J を中 心とする釈 放嘆 願署名運動の進 展が記

されて いる倒。 同 紙9 号（ 4月23 日発行） にも

小野の獄中書簡が掲載されたほか、 同学会を中 心

に 減刑嘆 願署名運動が 展開され、 4月下旬には

「一 千を 突破」して いたとし Eう （2 9)
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しかし、 逮捕を重く見た大学当局は、 5月8日

に服部峻治 郎分 校主事 カ1 小野の 父兄を 呼ん で、退学

届の自 発的な提 出（ 復学の条件付き） を求めた1301

これに反 発した学 生側は服部、 宮 崎市定学部長、

田代 秀徳輔導部長、 鳥養利 三郎学長と それぞれ面

会後、 退学勧告抗議署 名を開始した1311

最も 活発に運動を行つたのは文学部の学 生だつ

た。 5月10日、 文学部有志はビラや 雑誌『ラッノサ

3 号（ 5月10日 発行） でこの問題を 訴え、 その中

で 減刑嘆 願署 名が3500に達したこと、 他学 科や

教 員 側からの協 力を 明らかにして いる。 さらに、

同誌では「ベルリンアッピール署 名を強 力におし

進めねばなら ぬ。 それによつてのみ 小野君の叫ん

だ民 族の 独立も世界の 平和も 得られる」と述べて、

両者の運動を 結び、つけた1321

こうした運動の盛り上がりを 背 景として、 11日

には史学 科、 分 校学 生、 学友会を代表する10 名が

相談して 「 小野君救援会」 を 結成し、 19 日ま で、に

107 0票と400 円の救援カンパを集めた （33)

ミユレツト 京大 講師の 尽力もあつて、 5月26日

の再 審査で 小野の量刑は重労働 2年へ 減刑された
134）。 以後ふ 小野救援運動は保 釈嘆 願と 退学強要

撤回の両面を掲げながら、 より 全学的に働きかけ

ようとした （35)

さらに 小野救援会代表は、 6月 7日に 宮 崎学部

長 同伴で鳥養学長と面会して、「一 応退学して刑

の終了后 復学した方が 小野君にと って傷つかな p」

などの回 答を 得たが、 学 生側はこれを受け 入れな

かった （36)

大学 側はあくまで強硬で、 小野側に 20日までに

退学要 請の回 答を再び求めた。 このため、 小野救

援会は強引な回 答要 請に抗議したうえで、 ひとま

ず 退学届提出期限を 1 週間のばしてもらうことに

なった（371。

学 生側は、 25日に文学部学 生大会を開催するこ

とを 宮崎学部長 側に認めさせ、 退学勧告の撤回や

保 釈への 努 力などを要求する案を満場一 致で 可決
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した。 重要なのは、 要求が認められな い場 合、「ス

トライキを以て処分を粉砕すべし」と いう案を 賛

成多数で 可決したことである制。

25日から 翌日にかけて、 学友会と 小野救援会の

代表は 宮 崎学部長、 輔導委 員と3度にわたって懇

談した 結果、 26日午後に輔導委 員から、 学内処分

はせず保 釈にも 努 力すると いう学部長の意向を伝

えられ、 学 生側が何度も要求してきた 退学勧告の

撤回を 勝ち取って いる （39)

2） 「民統派J と原爆展

この救援運動と 同じ時期に始まったのが 春季文

化祭の準備であった。 とくに文化祭の一環として

行われた原爆 展は学外にも影響を 与え、 のちの綜

合原爆 展の 布石となって pく。

もともと原爆 展と連動した 平和運動は、 1951年

1月に 実施されて いた。 関 西主婦連 合会（ 全 愛協

に加盟） と婦人新 聞社の共催、 大阪府の後援で 1

月27 日から 翌月末まで 千日 前大劇地下の会場で丸

木位里・赤 松俊 子の「原爆の図」 展示会を行 い、

約42000人が 詰めかけた。

4月に世界 平和評議会書記局の 助言で主 流派・

国際派の歩み 寄りが見られたが、 原爆 展や映画祭

の 実施は国際派の 平和委 員会によって進められた。

5月 4日、 平和委 員会常任委 員会は、 平和の 夏期

講座、 原爆 展、 原爆写 真 展、 映画会開催などの事

業とともに、 ベルリ ン・アピール 1000 万署 名 獲

得を 目標に6月25日から8月15日までを 平和月

間としてキャン ペーンを張った （40 ）。

一方の学 生運動では、 依 然として 全学連中 執・

反中 執の対立がくす ぶって いた。 特に関 西では そ

の傾向が強く、 5月23 日に開催された大阪府学連

大会では 全学連中 執派不信任が 採択された。

翌日 京大で聞かれた 同学会代議 員会でも、 全学

連中 執不信任が53 対 2の圧倒的多数で 可決されて

いる。 理由は、 全学連中 執が 昨年6月以来の関西

とくに 京大の学 生運動を故意に 批判し、 統一地方
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選挙と全面 講和投票運動の強 い推進を阻んだから

とされた（4九こうした傾向は 同学会改 選にも及び、

「民統派」189 0票、「文化運動」1132票、 「反学 同」

113票として、 「民統派」の圧倒的 勝利に終わった（位）。

このため 京都では、 主 流派が掌握する 同学会の

もとで原爆 展が準備されてL Eく。 その内容は「一、

原 子の解 放年表 二、日本に投下された原爆の効果、

三、 原爆をめぐる世界の動き」の3部門から構成

され、 毎 日3 0名の学 生が資料集めに奔走した（43) 0 

大学 側の協 力も 得られ、 田代 秀徳輔導部長から

関係機関に「 京都大学学 生文化祭開催につ いての

御 依頼」（ 5月8日付） が 送られた。 京大 生が資

料貸 与に来た時の 便宜依頼や原爆 展開催の概要が

以下のように記されて いる。
…・ 近く開催する本年度 春秋学 生文化祭に当

りましては その一行事として原 子 力に関する

講演会と 展示会を民主主 義科学者協会 京大理

学部班と 京大社会 医学研究会の主催及び 京大

同学会の後援の下に催す計画を 致しておりま

す。 本計画の目的が 最 近の原 子 力、 原 子爆弾

に関する 推移を純学 術的立場より解明して学

内外の 科学的認 識を昂めた いことにあります

ので本学関係 教授を中 心とした 講演会と 同時

に一、 原 子力研究 発 展の年表と その 説明、 二、

原子爆弾の原理、 三、 実験、 ウィル ソン霧画、

ガイガ一、 ミ ユラの計数管、 四、 日本に投下

された原 子爆弾につ いての理化学的、建築学的、

医学的写 真の陳列、 五、原子爆弾をめぐる世界の

動きの紹介等を内容とした 展示会を 五月十六

日より約一 週間開催 致す 次第であります刷。

民 科京大理学部班主催とあるのは、 理学部民 科

グループに所 属して いた中 岡哲 郎たちを指すと 思わ

れる。 理学部では 教員 側も協 力し、 理学部物理学

教室湯 川研究室の井上 健助教授から 医学部 教授の

菊池武彦に 宛てられた書簡でも 以下の 便 宜依頼が

綴られて いる。

来る 五月の本学の文化祭の行事の ーっとし
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て「原 子 力に関する 展覧会jを民主々 義科学

者協会及び社会 医学研究会の共 同主催にして

聞きた いと考えております。 それにつきまし

て民主々 義科学者協会の自 然科学部の方で企

画をしますと共に、 学 生部の人達が種々奔走

されて います。 小生も物理学的な方面での相

談をうけましたのですが、 原 子爆弾の人体に

対する効果等も 是非 その際にとり上げた いと

のことです。 単に原 子爆弾の威 力につ いて 説

くだけでなく、 この種の催しと いたしました

〔 マ マ 〕 は 或程度アカ デ ミ ツクな立場からと

り上げるべきだと存じます。 又今回の企画に

あた っては、 先年原爆の調査に際してなくな

られた方々の 追悼の意 味も含ませた いと申し

ております。 それにつきまして、 種々の点で

医学部の諸先 生の御援 助を 是非お 願 いした い

と申しております。

御多用中、 且 突然の御 願いにて誠に恐 縮に

存じますが、 係りの学 生諸 君が伺 いました節

は御引見の上、 よろしく御援 助、 御斡旋の程

お 願い申し上げます（45)

「原爆の調査に際してなくなられた方々 」 とは

1945年9月に広 島の原爆 被害者災害調査のために

京大 カミら大 野陸軍病 院に派遣された 真下俊一、 杉

山繁輝 医学部両 教授、 研究 員11名を指す。 同月、

台風による 山津波で 彼らを含む病 院職員、 被爆者

約160名が亡くなった。 最新の学 術成果を伝える

だけでなく、 彼らへの 追悼も織り込まれた原爆 展

の 実施となった。

春季文化祭 「きけわだつみのこえに 応える」の

一環として原爆 展が開催されたのは 5月14日から

20日までである。 原爆 講演会では、 原爆の物理学

的 説明を 木村毅一理学部 教授、 原爆症の病理学的

説明を天 野重安 医学部 助教授が それぞれ行 い、 作

家大 田 洋子の体験談もあって、 会場の法 経第 四 教

室はほとんど満 員だったと いう。

原爆 展の会場では、 医学部が所蔵する原爆症の
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実物標本だけでなく、 赤松俊 子の「ピカドン 絵巻 」

も掲げられた。 5月14日のオープンから 4日間で

約4000人に達した入場者は、「深刻な面持jで そ

れらを見て いったと いう。 展示とあわせて 赤松と

丸木位里の 絵本『ピカドン J も販売され、「飛 ぶ

ような売行き」 だったほか、 ベルリン ・アピール

の署 名も 600ほど集められ、 原爆世論調査も 実施

された（46）。

春季文化祭の原爆 展は、 学 生たちにとって、 一

定の手 応えを 感じる 結果となった。『 京大 平和の

戦士』 13 号（ 5月21日 ） では「原爆の 使用を防

止する 為には国内外でこの 様な原爆 展を と いう

声が相当あ ったことから見ても、 如何に大きな感

銘を 与えたかが知られる」（47）とある。

この原爆 展の準備を通して、 理学部、 看護学 校、

医学部で 平和委 員会の 結成が進むと いう 副 次的な

動きもあった。 同 号の記事「原爆 展の中から 平和

委 生る 理学部、 看護学 校などにjには、「Bアピー

ル署 名運動の中で 平和ヨーゴ日本委は「十人口」

の 平和委 員会を網の 目の 様に作る事を 呼びかけj

とある（48）。

例えば、 医学部の 平和委 員会につ いて、「主 義

主張を問ず、 平和と いう言 葉の下に集ったもので

更に拡大する傾向にあり一人々々の 努 力で雪だる

ま式に広め 様と意 気込んで居り、 基 督者にも働き

かけて いる。 当面の 活動はベルリンアピールをと

ることにむけ、 文来る 平和祭に丸物で行う原爆 展

に 全 員が協 力し 展示の原稿を書くなど、 実 質的に

平和祭に参加することになり」との記述があり、

原爆 展の準備や 平和運動を下から支える組織とし

て広まって いったことが伺えるは91。 6月には、「 全

学 いたるところに 平和委 員会を作るためjに、 京

大 平和懇談会が 結成された（50 )

m 「象牙の塔J か らの脱却

1 ） 全京都青年学生祭

この成功 体験を 足がかりに、 5月3 0日、 京大 同
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学会、 学部自治会、 看護学 校、 同志社大、 立 命館

大の代表約60 名が 京大に集まり、 全 京都青年学 生

祭準備懇談会を開催した。 この場で、 8月の第3

回世界 青年学 生平和友好祭に連動した 青年 学生祭

を6月下旬から 7月上旬にかけて 京 都で 実施し、

とりわけ原爆 展を中 心に据えることを決定した。

計画案では、 第 1部は 市内の 百貨店を催場とす

る原爆 展、 第 2部は 京大での綜合 科学 展、 第3部

は文化、 ス ポー ツ競技大会、 第 4部は円 山公園で

の 七夕祭（ 7月 7日 ）を 実施することになって いる。

なお、 同学会が 5月下旬から 募集を始めた「 京大

反戦歌 ・詩jを6月初旬の学内投票を経て、 第3

部の会場で 発表することも計画された日1）。

詳細な 平和祭の「 予定表jも 残されており、「第

l部 原爆 展 7月 7日 ～ 7月14日 」の「内容J

として以下の 説明がある。

( 1 ） 原爆の原理 一一湯川博 士を出した物理

学の研究 員、 学 生による 展示解 説

( 2 ） 原爆の図 一一被爆経験画 家赤松俊 子の

問題の三部作

( 3） 被爆当時の広 島模型 広 島の原爆記

念館にある模型の 工学部学 生による擬

作 展示

( 4） 原爆による 被害

（イ） 建築物 一一爆 心地からx kmにある模

型の建築物の 被害は？ 工学部学 生

による 展示

（ ロ） 人 体一ー その害毒が 如何に無惨で 執

ょうであることか？ 医学部 学 生の

展示

（ハ） 農産物、 森 林一一農産物、 森 林の 被

害は？ 遺伝 因 子に及ぼす影響は？

農学部学 生

( 5） 原 子 力の経済的、 社会的研究 一一原 子

力の 平和的利用は経済的 社会的に 如

何なる 結果をもたらすか？

経済学部、 医学部 理学部一一の研究
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発表 展示

( 6） 原爆と文学一一原爆を主題とした文学

作 品紹介展示 被爆儲貴の手記集録、（文

学部）

( 7） 原爆と国際管理 一一原爆の国際管理の

経過、 国際管理はどうあるべきか？（法

学部）

( 8） 原爆と 平和を守る運動 一一平和を守る人々

は原爆をどう見、 どうしようとしたか？

国際語 エス ペラントで 全世界に対し 如

何に 訴えて いるか？ エス ペラント研

究会 吉 田分 校 （ 52)

このうち （6） は、 文学部学友会内に 「原爆 体

験記編纂委 員会」が設けられ、 その 「趣意書J (6 

月 7日付） で、 平和祭の一環として体験記の 募集

が 呼び、カミけられた （ 53)

同学会も 翌日付で「 趣意書」を発行し、 先の原

爆 展が一般 市民の 「大きな共感jを 呼び「 全 市民

に公開せよとの多くの要望を受け 」 たため、 「七

月十四日から二十四日 迄丸物 百貨店 四階催場で『綜

合原爆 展J を行う」ことを明らかにして いる 刷。

しかし、 大学当局は原爆 展に穆む「政治 色」を

警戒し、 企画 展後援取り 消しゃ 医学部標本室の施

錠を行うに いたる （ 日）。 この態度を 同学会と 京大細

胞は「混乱と矛盾」と 批判しながら、 大学 側の後

援を求める署名 活動を始め、 15日から19 日まで

に 850の署名を集めた刷。

21日には、 丸物 側から 同学会に会場貸 与を拒否

する非公式の連絡が 入った。 学 生側は 木村作治 郎

分 校副主事に聞に 入ってもらうことを 依頼、 23 日

に丸物 側と 木村の会談後、 同学会、 木俣秋 水市議、

全官公の峠 田も加わって交渉し、 最後は「政治的

に走ら ぬ」と いう条件で丸物 カ〉ら貸 与承諾を 得る

ことが で、きた （ 57)

26日は、 学内での開催を 予定して いた 「綜合 科

学 展」につ いて交渉中だった大学とも、 以 前の 平

和祭と切り離す、 学外 宣伝はしな いなどの条件付
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きで 折り合 い、「 平和とよりよき 生 活のための綜

合 科学 展jとの名称での開催が確定した。

学 生によれば、 大学当局 側、 とりわけ 田代や角

南正志学 生課長の考える「政治的」 とは、「 京大

はベルリンの指令で動 いて いる」「 青年 祖国戦線

のアピールに 応えたところが政治的だ」と いうも

のだった （58）。

実際、 平和擁護日本委 員会常任委 員会が6月15

日に開催され、 6月25日から8月15日までを 「反

戦 平和月間」 としてベルリン ・アピール署名獲 得

を 呼びかける指示を 出しており、 ゆるやかに捉え

るならば、 学 生運動もこの線に沿うものであった

とL Eえよう （ 59）。

6月21日には、 京大 同学会から世界 青年学 生平

和友好祭の 推進母体である国際祭 典委 員会へ 「原

爆 展を中 心とした 京大学 生の 平和祭の準備状況を

綴 った書簡」を 送っており、 この事業を「激 励」

する 返事を受け取って いる （ 60)

2） 綜合原爆展

難交渉を 乗り切りながら、 学 生たちは原爆 展に

つ いて 京大協 同組合の後援や都新 聞社による ニュー

ス・カーの 宣伝を受けるなど 着々 と支援を取り付

けて いた （ 61）。

6月20日から22日まで、 原爆 展の巡回スチー

ル 展をまず立 命館大学で開催し、 下旬から 7月上

旬にかけて鐘紡、 島津の 工場や自由労組などを巡

回して、 本 番開催 前の地ならしを進めた。

春季文化祭で用 いられた 小「原爆 展」の巡回も

試みられ、 京都 工芸繊 維大や 京大宇治分 校、 京都

学 芸大、 神 戸大学姫路分 校などで学 生たちの目に

触れた。「 全 京都に守られる原爆 展J と学 生たち

が形容したのも領ける （ 62)

『学園新 聞』 6月18日付の 「学園評論」 は「 最

近の学 生の動きの中 で、これほどの目新し い事柄は

な い」として、「これに 従事して いる学 生たちが、

象牙の塔の中に立龍 って いる学問を、 大衆のもの
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にしようと いう意欲と、 一方原子爆弾の 最初の洗

礼をうけた日本人が、 いかに原爆に関 心以上のも

のを示して いるかと いうことをたヌして いる」と

言己してL Eる。

その 展示構想は『 京大 平和の戦士 J17 号（6月

19 日） に一端が（63）、「綜 合原爆 展の内容紹介」に

詳細が記されて いる。 後者によれば、 展示順序は

「一 九四五年 八月 七日原爆第一 号が投下された」、「 赤

松俊子丸 木位里両 画伯 “原爆の図” 五部作 」、「文

学的表現（文学部）」、「グラフ（各学部）」として「人

体 ＝原子病（ 医学部）」「植物（ 農学部）J「構 造物（ 工

学部） 」「天 空の変化 理学部」、「原爆は 如何にし

て作られたか（理学部）」、「ノfノラ マ（ 工学部）」、「原

子 力を 平和のために 使うには 」 として 「原爆国際

管理（法学部）J「 平和的利用（理学部）（ 医学部）（経

済学部）」「 平和的利用のための世界の動き（ エス

ペラント）」 であ った（64）。

原爆 展には約200名を 超える学 生が制作に関わ

り、 その数倍の学 生が 教 員とともに協 力した刷。

学 生たちは 被爆地広 島に行 って資料の貸 与を受け

たり、 カンパを 得たりしたほか、 長 崎の資料を求

めて 同志社大長 崎県人会のメンバーが派遣された。

学 生の手によって、 東大 五月祭から原爆 展の資料

が 京都にもたらされた（師）。

6月27 日には学 生たちは各 団体から 持ち 寄られ

た原稿を完成し、 これを 7月12日までにN A U（新

日本建築 家集 団） が 京都工芸繊 維大 生や 美大 生の

協 力を 得て、 ベ ニ ヤ板約19 0 枚に書 いて い った。

7月 5日を完成 予定として、 西 山知三 助教授ら建

築学 教室のメンバーが広 島のパノラ マを作成した。

京大内では6月 末の 吉 田分 校での 吉 田祭に引き

続 いて、 7月 1日から 7日まで「 平和とよりよき

生活の 為の綜 合科学 展jが開催された。 7月 1日

の運動会ではスプーン ・レースやパン食 い競走な

どが 実施され、 午後 カミらは作家の 野間 宏を 迎えて、

京大反戦自由の歌の発表会が開催された（67)

綜 合原爆 展は 7月14日 カ当ら丸物 百貨店 5 階で、開
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催された。10日間で約3 万人が来場したと いう。

その反響は大きく、 展示の感想には「見て涙が出

て 止りません。 今こ 〉で再びあの時のことが 思 い

出されて…（ 若い婦人） 」「 夜ねられへん（子供）」「私

達が考えて いる地獄以上です。 各地で原爆 展を聞

いてほし い（老僧）」「戦 争はどうにかして防がね

ば…。 原子 力を 平和的に利用すれば私達の 生 活は

どんなに素晴しく幸 福なものになるでしょう。（知

合 いのおばあさんを誘 って来た 六Oの婆さん）」（68)

と いうものがあった。

また、 この原爆 展にあわせて文学部で編纂され

て いた『原爆体験記 J も 7月14日に完成し、 会場

で売り出された刷。

原爆 展の「純益jは、 広 島で原爆孤児を収容す

る孤児園が 財政的に困窮して いるため 全額 寄付さ

れることとなり、 これには左 京税務署も 展示 入場料

を 全額 税免除する粋なは カミら いを通知してきた（70)

もう ひとつの目的で、あつた署名運動も目 覚まし

l h効果を収め、 ベルリン ・アピール署名53 89、 講

和投票2682 のほか、 平和カンパとして 7 035 円が

またたく間に集まつた1711

京都で、原爆 展の影響は大きく、 これを皮切りと

して、 京都の各労組は8月6日の 平和大会を 円 山

公園で 予定して いた。 しかし、 G HQの 指示で中 止

とな ったため、 京大 生と在日 朝鮮人を先頭に「戦

争の 九月単 独講和を粉砕せよ」 などと叫びながら

東 山 三条から新 京極まで行進し、 ここで民 青 団や

自由労組と 合 流、 約2000人参加のもと平和大会

を開催した（72)

この約 1 週間後の8月14日 カミら 東京で、全国 平和

擁護日本大会が非合法下に開催され、 全国から代

議 員約250名が参加した。 京都代表として出 席し

た 青木 同学会委 員長は原爆 展の成 果を報告したと

ころ、 同学会は「 平和の戦士 J として評 議 員の大

山郁 夫から表彰された問。
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N 「自己批判」の先に

1 ） ニ条約批准反対運動

原爆 展が盛り上がりを見せるなか、 京大 同学会

と 全学連の関係は冷え込んだままであった。

大阪府学連、 同学会では 全学連中 執不信任が決

議されて いたが、 6月12日に開催された関西学連

の大会に飛び火した。 この場で 全学連中 執信任・

不信任と今後の闘 争方針が 話し合われ、 京大は大

阪府学連とともに不信任 賛成を表明したうえ、 以

下の活動報告を行った。

京大代表は、 講和投票に関して二 項目で

七万票を獲 得、 この 講和投票によって地方 選

挙に 於ける統一派の議 員の進 出と自由党の凋

落、 京都平和問題協議会の 結成、 全 京都平和

祭の計画が進んで いることを報告、 全 学連中

執の 講和投票に 「占領軍 撤退jを 入れ 三項目

で行う 乙との 固執、 地方 選挙には占領軍撤 退

を 云わな い候補は 推薦しな いと いう方針は 平

和擁護闘 争をセ クト化するものであり、 誤っ

た方針であることが 指 摘された刷。

これに対し、 兵 庫県学連、 立 命館二部代表は中

執信任を主張したが、 中 執不信任が 採択された（ 賛

成37、 反対24、 保 留 1）。

その 全学連は第 5回大会開催に向けて準備を進

めていたが、「議案」の中で「学 生戦 線統 ーのた

めに」を掲げて いる。「反対派の諸 君の数々の誤っ

た方針にもかかわらず主観的には、 平和と 独立の

為に 同じく誠 実な 活動を 続けて いる反対派の多数

の諸 君と協 同する 余地はな いであろうかJ (7 5）と問

L 功通け、 一定の 歩み寄りを提示した。

しかし、 両派が集うはずの第 5回大会は占領軍

から禁 止され、 全学連中 執も6月13 日に大会中 止

を決定した。 この中 止をめぐつて、 京大を含む関西、

九少卜｜、 東北の各 校代議 員が 全学連書記局に赴き、

中執の態度を問 い質して いる（7 6)

8月には共 産党に大きな 転機が訪れた。 コ ミン

フォル ムは、 機関誌『恒久 平和と人民民主主 義の

nu
 

ために』 8月12日付に回 全 協決議「 「分派主 義者

に対する闘 争に関する決議」につ いてjを掲載して、

事実上の主 流派支 持を 打ち 出した。

後ろ盾を 得た主 流派は、 8月19 日から21日ま

で第20田中 央委 員会を聞き、 四 全協で 採択された

軍 事方針を正当化する「日本共 産党の当面の要求

新し い 綱領（ 草案）」 を 提 出して、 全党の討議

に付すことを決定した（10月中旬の 五全協で 採択）。

乙の党内 力学の変動は 学生運動にも影響を 与え

たと考えられる。 8月26日から 全学連中 央委 員会

総会が非公 然で聞かれた。 この 総会では「学 生戦

線の 分裂に関する諸事 項を 真剣に討議した 末、 全

員意見の一 致に到達し、 今後これを忠 実に 実 践す

るならば、 日本学 生戦線の統一と 団結が速 カ当に達

成される で、あろうところの歴史的な「統一決議」を、

従来反対派活動を行つて来た諸 君をも含めて満場

一 致感j敷的拍手の中 で、採択したJ (77) 

これにより、 北海道学連、 関 西学連、 京大 同学

会と いった反中 執派がこれまでの態度を「自己 批判J

した。 京大 同学会の「自己 批判」は 次のようなも

のであった。

・・・ 京大 同学会は過去何年間か会 費の 納入をサ

ボり、 機関 紙 ・資料の配 布を ボイコッ 卜して

焼却又はプラカード下貼り用 紙とし、 且代 金

納 入を拒否し、 数度に及 ぶ会議の ボイコット

によって 全学連の規律に 違反しつづけて来た。

同学会はこのことを自己 批判する（7 8）。

全学連中 執内では 依然として 武井ら国際派の影

響が 根強く 残っており、 彼らの主導下で統 ーがは

かられたことになる。 京大 同 学会の形式的な「自

己 批判」の 背 景として、 これ以 前から党 幹部の「自

己 批判」が続 いて いたことや党 京都府委 員会など

上部機関の 指示などが考えられるが、 同学会内の

意 思決定過程も含めて、 詳細は不明である（7 9)

この 「統一」にあたり、 全 学連は 総会で 「闘 争

方針の確認」を 7点行った。 ひとつは「 全面 講和

並に 五大国 平和協定の 実現 可能であることの 展望
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と確信を強めること」で、 これは 従来の路 線の継

承となる。 とくに 焦点となったのが、 次のスト決

議及び「反対派 批判」である。

( 2 ） 闘 争を 第一期、 第二期に分けて、 それ

ぞれストライキを含む強 力な 全国闘 争を 展

開すること。 即ち 九月下旬と十月末から

十一月上旬の二回に亙り、 夫々 調 印に対す

る抗議 並に 批准国会に対する闘 争を 展開す

る。 第一期は 拠点大学における短期ストを

含む 全国的 ゼネラル ミーテイング、 第二期

は 全国的 ゼネストをもって その闘 争形態と

する。 ストの時機に関する決定は中 執に一

任する。

(3） 再軍備と単 独講和を粉砕する今後の闘

争にお いて、 三日間に亙る討論で確認され

た 従来の主として反対派の犯した誤り、 即

ち統一戦線の 名による決定的瞬間における

闘 争の回避、 サ ボ、 日常闘 争或は画一的 指

導反対を理由とする 全国的 政治闘 争の妨害

等の、 主として経済主 義的闘 争指導の誤り

を 繰り 返さな いことの確認（刷。

サンフランシスコ 講和条約の調 印と衆参両議 院

批准に反対するスト戦 略への 転換がここに確認さ

れたことになる。 以後、 元 「反対派」の 京大学 生

運動にもこの闘 争方針の影響が徐々に及ん で、 いっ

た。

2） スト決議 の 連鎖

サンフランシスコ 講和会議は9月 4日に開幕、

8日には条約調 印に至った。 開幕 前日には、 共産

党の合法 指導部や国会議 員が公職追放となり、 全

国3 00ヶ所にわたって 党機関が捜索された。 この

ため、 全学連は9月下旬から傘下の 団体に向けて、

単 独講和 ・再軍備に関する学 生投票、 10月 ゼネス

ト方針、 二条約国会 批准阻 止闘 争を それぞれ 矢継

ぎ早に 指示して いる。

京大学 生運動はこれまで通り、 全面 講和を 訴え

たが、 その 活動はより学内 ヘシフ 卜して いる。 9

月の学長 選を 前に 同学会、 自治会、 京大細胞とも

平沢興 医学部 教授の支援運動を始めたほか、 日米

「学 生輔導厚 生研究会jおよび CIEの 高等 教育改

善勧告の粉砕、 接収中の楽友会館 返還に向けた運

動を 起こした刷。 学内問題と連動するかたちで 批

准反対署 名運動を 展開して いることが 特 徴である（82 ）。

13 日には、 これまで 同学会、 京大職組、 学部自

治会、 平和問題懇談会などが 個々 に 活動して いた

ことを反省し、 教職 員、 学生代表ら約100名が集

まって 全学的な 平和懇談会を設けた（問。

この統一的な両条約 批准反対署 名運動の狼煙と

なるのが、 18日に 予定される 同学会主催 全 学平和

大会であった。 しかし、 大学当局は「 政治問題 」

やスト決議を 警戒したため、 学 生との突渉は 難航

した（84)

こうしたなかで、 学 生たちはスト決議へ踏み切っ

た。 文学部では15日の 教室代表者会議で「ストラ

イキで 批准粉砕に立上れjの提案を決定、 翌日の

学 生大会では告示9 号返上や20日のストライキ決

行を圧倒的多数の 賛成で決議した。 これを『 京大

平和の戦士』 は「 特報jとして伝えて いる（851

大学当局は、 告示9 号違反として16日付で文学

部 生3 名に 停学6か月の処分を下した。 このため、

学友会はすぐさま処分撤回要求署 名運動を開始し
..),.-1861 ～ 。

こうした動きを後押しする 全学連中 執は17 日に

二条約反対に向けた第 2 次 全国統一行動 （10月

25日）を 呼びかけており、 この 指示内で「 京大（文 ・

経済）J は「ス ト参加は 略々 確 実J と一定の期 待

が投 影されて いる（87）。

実際、 経済学部では 批准反対署 名数が1000を

突破して いた（8ヘ 同学会でも文学部に倣えと、 全

学 平和大会開催の準備を進め、 反対する大学当局

との交渉を明らかにしながら、 ビラで大会参加を

呼びかけた。

開催にこ ぎつけた18日の 全学 平和大会は、 学 生
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800名参加のもとで 講和問題が議論され、「単 独講

和及び日米 駐兵協定 批准反対J が決議された。 尾

形昭二と 武谷 三 男が壇 上に 上がり、 武谷は「原 子

力を戦 争ではなく 平和に利用せよ」 と語った （ 刷。

その 翌19 日には 経済学部でも学 生大会を開催し、

二条約反対につ いて20日の「 実 力行 使jを圧倒的

多数で 可決した。 このため、 大会議長と 同好会委 員

長が告示9 号違反 で、停学6ケ 月の処分となつた （ 90)

20日には労組を中 心とする 批准反対総、決起大会

が 円 山公園 で与予定されて いた （ 91 同学会も20日

午 前に「 デモは許 可にな ツたJ のビラを撒き、 京

大 西部 講堂から 東 山 三条までの地図を付して、 デ

モと決起大会参加を 促した。

デモで撒かれたと 思われる 京都大学 同学会 ・ 全

学 平和大会 ・文学部学友会 ・ 経済学部 同好会連名

のピラは、「吾々の いのちと 家 族の 生 活を守り ぬ

く 唯一の手段は「 実 力をもつて断乎 両条約 批准

反対のストライキ． デ、モに立 上る」 以外にはな い」

と 実 力行 使が不 可避 で、あることを伝えて いる （ 92)

20日の 京大 でLは文学部、 経済学部が決議通りス

卜に 突入したほか、 各学部から約450名が雨のな

か「 講和 ・安保条約 批准反対」の デモ行進を 京大

構内から楽友会館、 立 命館、 平安神 宮まで 実施した。

途中、 立 命館大、 同志社大の学 生が合 流し、 デモ

解 散後は そのまま労組の大会に加わった刷。 けれ

ども、 これらの反対運動は 実ることなく、 10月

25日に両条約は衆議 院で 批准された。

v f大衆Jとの距離

1 )秋季文化祭の交渉

同学会は 翌月の秋季文化祭に向けて準備を始め

て いたが、 開催時期をめぐって大学当局と対立した。

大学当局 側は11月 1日の開始を主張し、 同学会 側

は 批准反対闘 争 で、出 遅れて いるため11月10日の

開始と原爆 展再公開を主張した （ 94)

10月25日から 同学会と輔導部の交渉が始まる

ものの、 大 学 側は 27 日に告示 22 号を発表して、

1 2  

秋季文化祭の 休日を11月1 、 2日と定め、 交渉は

決裂する。

京大細胞は、 10月29 日に「天皇を理由とする

文化祭禁 止反対」のビラを撒き、 大学 側の強硬な

態度の理由を明らかにした。

全 京大 生諸 君、 この天皇は十二日にまる十二

分だけ 京大にくる。 その 為大学当局は 同学会

の計画して いる文化祭を「 絶対に禁 止するJ

と 干渉を加えて いる。 十五日からの原爆 展再

公開にさえつべこべ 云って来て いる。 更に大

学は研究 費にも 出さな い 金を天皇歓 迎 費に 使

って いるのだ。 天皇来 京を「天ちゃんが来る」

と一笑に付してはならな い。 これは日本国民

を戦 争にかりたてる大きな 力でありこれと断

乎として斗わねばならな い （ 95）。

同学会も、 10月31日の 執行委 員会で、 天皇来

学を理由とする文化祭中 止反対や 警官の学内立ち

入り禁 止などを決議し、 来学反対のビラを撒 いて

l Eる （ %）。

11月 5日には、 文学部学友会も委 員会を開催し

て「天皇来学のため文化祭をつぶ、すことに反対し、

之と断乎斗う」 などの決議を 採択した （ 97)

文学部 平和懇談会の井ケ 田良治は、「天皇来学

に当つての 随想J を 京大 平和懇談会準備会 実行委

員会機関誌『 平和のあゆみ J 2 号（11月6日発行）

に掲載し、 天皇はもはや道 徳の中 心ではあっては

ならな いと論じた （ 98）。

7日の国際 青年 デーにあわせて、 京都でも 青年

大会を開催し、 学 生約1000人を含む約2500人が

参加した。 円 山公園に向かう途中、 学 生の デモ 隊

が社会 党代議士 水谷長 三郎の家の 前でジグ ザグ デ

モと投石を行う いわゆる 水長 宅投石事件が 起こっ

。た

この一件で、 平 岡定 男（ 京交労 青婦部長）、 小

畑哲 雄（ 京大 同学会 執行委 員）、 松尾滋（立 命館

大 生） が 逮捕された（ 小畑は10日） (99）。 同学会

は11日、 執行委 員を派遣して 警察に抗議し、「ケ
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イサ ツの意図する所は、 天皇来学及び原爆 展再開

を 前にし、 幹部をタイホし、 同学会の機能を マ ヒ

させようとする計画的弾圧J だと 批判した（酬。

京大細胞機関誌『嵐をつ いて』 22 号（11月15

日 発行） に掲載された「T · K」の「 水長 〔水谷

長 三郎〕 宅襲撃時事件につ いてjでは、「米日反動j

の「暴 力装置 ＝軍 隊、 警察 その他」 に対抗するた

めに「 武装」が必要とされ、「か 〉る 実 力行 使の

みが吾々の戦線を強化し、 敵にも っとも痛烈な 打

撃を 与える」と 推奨されて いる日Ol)。

来学が間 近に迫り、 同学会は11月9、 10日と

連 続で服部学長 宛の「申 入書」を作成した。 9日付

では「われわれは、 天皇の来学を 特別に歓 迎する

意図はも って いな いけれど、 天皇の来学を拒否す

る意図も、 も って いなL E」と記し、「大学内に 於

ける秩序の 維持に対して、 責任を負うのにや ぶさ

かでな p」として一定の協 力的姿勢を穆ませた1102 ）。

10日付でも 同 趣旨だが、 天皇神格化や自由制限へ

の 批判、 来学に備えた建物補修 批判が盛り込まれ、

「公開 質問状jを通じた天皇面談の要望が記され

て いる（JOヘ

「公開 質問状jの 執筆は、 京大細胞メンバーの

榎 並公 雄から理学部の中 岡哲 郎に 依頼された。 天

皇を「一種の機 械的人間であり、 民衆支配のため

に自己の人間性を犠牲にした犠牲者」 だとして、

戦後も 「神 様天皇の デモクラシー版」「戦 争イ デ

オロギーの一つの支柱」が継続して いると 批判、

そのうえで、 戦 争拒否や再軍備拒否の 可否に関す

る 5 項目の 質問を 並べて いる（10 ヘ

2） 京大天皇事件

東京を 発った天皇は、 11日から 京都府下を視察、

翌12日に 京大行幸を行った。 午後 1時 前、 正門付

近には学内外から学 生約2000人が集まって いたが、

「 毎 日 ニュースカー」 が 君が代を 流し始めると、

一部の学 生が「 平和を守れ」を歌 い、 学 生たちは

天皇が到 着した大学本部玄関に 殺到した。 彼を 迎

1 .司

えた学 生たちの 様子と 心情が 次のように回想され

て いる。

大多数の 群衆は、 天皇行幸を一目見ょうと

して時計 台下に集った。 その 心情は単純 で、は

なL E。「天皇帰一」 思 想、の純粋さのうちに 青

少年時代の戦 争を体験し、 戦後「人間 宣言j

を 聞 いた幻滅と期 待と いったものがある。 な

ぜ一目見ょうとするか、 誰も明確に語れる者

はなかったであろう。 斜に構えて皮肉な語り

口で明快にしゃべる言 葉は必ずしも 真 実では

な い。 戦後に デモクラシーを受け容れたとき、

すっ飛ばしてしまった 心情のうちの何ものか

が、かれらを時計 台下へ 招き 寄せたのであろう。

それがかれらにとって今何を意 味するかわか

ら ぬままに、 その時刻、 かれらは大学の隅々

から そこへ走った（！OSI。

車から 降りた天皇は そのまま建物に 入り、 学 生

は沈静化したものの、 約500名の 警官が学内に侵

入したことに 刺激されて、 歌は合 唱へ 発 展する。

歌詞の一 番は「解 放のため 尊き 命を情 〔と 〕 して

はげしき 心を燃やし 斗う友よ 世界の友よ

ふきつのる嵐をつ いて 赤ききづなを 結びつつ

平和 平和 平和を守れ」と いうものであった ( IOヘ

彼らの合 唱を 耳にしながら御進 講などを済ませ

た天皇は、 午後3時再び玄関から車に 乗って、 ま

だ続く合 唱を 背にして 京大から去って いった。

この いわゆる 京大天皇事件は、 時期が時期だけに、

共産党 武装闘 争方針の影響が 焦点となるが、 天皇

来学に対する 京大細胞の方針は 同学会と 同じ意向

だった（叩ヘ 京大細胞もこの時期組織が 充分に機

能して いたとは いえず、 歌やプラカードによる 活

動を決めたものの、 直 前で中 止が決まったり、 指

示が十分に行き届 いて いなかったりして いたと い
エ110 8)ノ O

事件の 翌日から、 同学会と 京大細胞は、 ビラを

撒 いて文書戦を開始した。 同学会の「大学当局は

警官侵 入の責をとれ」（13 日） のビラでは、「 平和



京都大学大学文書館研究紀要 第 14 号 2016 年

の歌」 を歌った その時の 気持ちを「わだつみの 声

を 残して 死ん で、行 った先輩の 声が我々の 耳に 残っ

て いる」ためと記して いる。

京大細胞の方はより 急進的な態度を示し、 ビラ

の 最後で「天皇制を廃 止し民主共和国を樹立しようj

「天皇行幸を口 実とした 同学会の弾圧反対、 小畑

君を直ちに釈 放し、 武 田 君らに対する 逮捕状をと

りけせ」「原爆 展を新 徳館で聞かせろjなどと書

いた （ 10 9）。

京大細胞はこの事件を 振り 返るなかで、「天皇

制廃 止と いう日本革 命ニ民 族解 放民主革 命の 突破

口となる画 期的な斗 争jとこの事件を位置づけ、

その賞賛を惜しんで いな い （ 川）。

ただし、 行幸における一大合 唱に運動の「 欠陥」

が 現れて いるとも述べ、「学 生大衆が現 在の天皇

制を いかに考え、 当面する天皇来学をどう 迎える

かにつ いて、 詳細に、 学 生の感情にまで立ち至 っ

て把握することができなか った」 こと、 抵抗運動

の場合に組織が 重要であること、 党新 綱領の把握

が不 徹底であり、「合法性を拡大する方向で斗わ

ねばなら ぬ」ことなどを挙げた (Ill)。

この一件は、 マスコ ミや国会で事件として取り

上げられることで、 学 生たちへの非 難が 思わ ぬ形

で巻き 起こり、「 市民」から 同学会への 批判的な

投 書が 殺到した。 それゆえ、 同学会は 市民に向け

たビラで、「 平和な人間としての天皇を 迎えたJ

だけであり、 混乱の 責任は大学当局と 警察にある

と 説いた （ 112 ）。

一方の大学 側は12日から輔導会議を聞 いてきた

が、 14日に「十一月十二日 京都大学行幸に際し 生

じた混乱につ いてJ を公表し、 この事件が「単に

偶 発的なものではなく計画的なものであ ったので

はな いかと察せられ、 その 目的は奉 迎を混乱に陥

らしめることによる示威にあ ったのではな いかと

推測せられるJ こと、「一部学 生に常 軌を逸した

言動」があり、「この甚だしく良 識を 欠 いた学 生

の言動が社会を刺激し、 本学の名誉を損うに至つ

14 

たことは 極めて 遺憾」としたIllヘ

翌日、 大学当局は告示13 号を 発表して 同学会に

解 散命令を下したうえで、 17 日に事件とは関係の

な い学 生を含む 同学会 幹部8名を告示17 号違反で

無 期 停学処 分とした。 同学会は、 これをスケープ

ゴー トと 批判したうえで、 執行委 員を中 心に約

100名で「大学を守る会jを設けて 活動して いく

ことになった （ 114）。

3） オール京大論と「自治J

この処 分をめぐって、 同学会 側は大学当局を 批

判するが、 19 日頃から学 生側の論調に変化が見ら

れる。

同学会が19 日付で作成したピラでは、 この事件

を「 京大だけの問題ではなく、 全日本人の切 実な

問題」として、「天皇と 特 審局の二万 流を 使って

私達を圧 殺しようとする勢 力」に対する共 同闘 争

を 呼びかけて いる （ 115）。

京大細胞も機関誌『嵐をつ いて.I 23 号（11 月

19 日 ） の主張「学長、 教授と共に大学を守ろう」

では「服部を先頭に大学を防衛せよ」のス ロー ガ

ンのもと「広く深 い国民戦続J の樹立を 呼びかけ

たIllヘ いずれも、 大学外部にこ そ 真の敵が存 在し、

学内では服部峻治 郎学長を先頭にまとまるべきと

いう論であった。

同学会作成のピラ「われら誤ちを克服して 勝利

に向 って逼進せん J (20日付） で、 敵の認 識およ

び学長に矛を向けた 同学会の自己 批判が行われて

いる札17 ）。 また、 末川博から慎 重な行動を求めら

れた 同学会は、 大学 側に事務所を引き渡すことで、

「服部学長に今一度「学園の自治J のために斗う

決意を 固めさせよう」とした （ 旧）。

21日には 同学会 執行委 員会名 義で「討論資料＝

全日本の学 生・ 教授・職員に 訴える 声明の 同学会

草案」を 発表し、 下記の「決意 」 を明らかにした。

（一） 私達は大学の自治を守ると 云ふ一点で、

全学 生は勿論、 教授、 職員の 全体が 団結して、
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服部学長を擁ゴして外部権力から大学を守

る行動に立上る。

（二 ） 大学の自治を真に実現するため、 教授、

職員、 学生が共に大学機構について密接に

意見を交換し、 思想と世代の相異をこえて

融合し、 その機構を改革し、 大学自治の完

壁を期す。

（三 ）昭和十八年、 軍閥の嵐の中でも羽田学

長以下全学の力で守り抜いた全国唯一の組

シキである同学会の解散を全学の力で取消

させ、 あくまで外部権力から守りぬき、 文

不当に処分された八名の同学会幹部学生を

全学の力で大学に復帰させる(l］ヘ

同学会はこの翌日にも新 たな草案「われ等天皇

制の強化に反対する（草案 ）」 を発表し、 先の「外

部権力」 の一端と向き合う姿勢を示している。 こ

れは「天皇制jもさることながら、「市民jのな

かにある「封建制jと向き合うべきという考えに

基づいていた。

天皇を偶像視する国民感情がわれわれの想

像もしなかったところにまで残っており、 帝

国主義者はこれを拡大し口口しようとしてゐ

ることが明らかとなった。 このおくれた思想

と斗うことが、 平和を愛するわれわれにとっ

ての最大の任務であり、 これを粉砕すること

が日本を植民地にしわれわれ青年を肉弾にし

ようとする侵略主義者の野望を根底から覆 へ

すことである。 今度の事件を契機として天皇

の問題は全国民の問題となっている020）。

26日に同学会は『平和を希うがゆえに 京大天

皇事件の真相Jを刊行して、 この問題を詳しく取

り上げた （12月8 日に増補版刊行 ）。

同じ日に、 同学会はこれまでの「草案」 を折衷

する趣旨の「京大生 の訴 え（草案）」 を執筆し、

より具体的な敵（「学内に於ては、 外部権力と連

絡を保ち、 大学の自治を売らんとする内藤〔敏夫〕

庶務課長の知き人物であり、 学外に於ては、 天皇

15 

制の上に立った特審局政治の強化に奔走する大橋

〔武夫〕法務総裁〔、〕斎藤〔昇〕国警長官、 永田〔圭

一〕市警 本部長の如き人物」） を 明示しながら、

学長を先頭に彼らと取り組むべきことを訴えた（ロI)

この事件に関して事態を重く見た政府．自由党

は、 26日の衆議院法務委員会に服部学長と青木宏

同学会委員長を 喚問した。 同学会は、 青木の報告

要旨をビラにまとめたうえで、 二人の喚問の様子

を「大学の自治が「犯罪jと政治的にからみ合わ

されて一挙にほうむり去られようとしているのを

目のあたりに見た」 とまとめている（問。 彼 らが

目の敵とした検察側はこの事件を公安条 例違反に

もっていきたい考えだったが、 証拠不十分で失敗

に終わった。

おわりに

本稿は、 19 5 1年の京大学生運動の軌跡を綜合原

爆展と京大天皇事件に焦点を当てながら論じたも

のである。 以下、 行論をまとめたい。

19 5 0年後半の度重なる諸事件を受けて京大同学

会内で国際派の影響が減退し、 1月の選挙では「民

統派」 の新 執行部が選出された（「 I 政治的民

主戦線の再興J ）。 それゆえ、 同学会、 京大細胞と

も共産党臨時中央指導部や全愛協と共振する形で

全面講和投票運動を 積極的に推進した。 しかし、

学内が完全に主流派で統一されていたわけではな

く、 反主流派に立つ「日本共産党京大細胞統一委

員会jが活動し、 全学連中執側も主流派の動きを「右

翼的偏向」と批判するなど、 党内対立は依然とし

て学生運動にも影響を与えていた。 このため、 党

国際派や全学連が推進したベルリン ・ アピー ル

(19 5 1年2 月 ） の署名運動は同学会、 京大細胞と

も当初は積極的とはいえず、 全面講和運動を継続

しながら4月の統一地方選挙における民主戦線統

一候補の支援に奔走し、 この盛り上がりをメーデー

( 5 月1日 ） へ結実させ、 前年以来の政治的民主

戦線の再興を試みている。 京大学生運動で全面講
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和運動とともにベルリン ・ アピー ル署名運動が重

要な主軸となるのは5月頃になってからであった。

新学期以降は学内運動の方が盛んで、、 その主軸

となるのが小野信爾救援運動と春季文化祭である

（「E 文化的民主戦線の予兆J ）。 文学部生の小野

は党地域細胞に所属していたが、 2月に警察署前

のピラ配りが地方公務員法違反（のち政令325号

違反に切り替え ） に問われて逮捕された。 3月以

降から文学部生を中心に小野の救援活動が湧き上

がる。 のちに大学当局から小野側に退学届提出を

求められるものの、 学生たちは小野の減刑要求と

あわせて退学要求撤廃を求めて運動し、 最終的に、

学内処分をせずという大学側の妥協を勝ち取った。

5月開催の春季文化祭「きけわだつみのこえに

応える」で準備された原爆展は4月の政治的民主

戦線を文化面で拡大させる大きな契機となる。 展

示の準備は民科京大理学部班等に所属する理学部

生や医学部生を 中心に行われたが、 教職員の協力

も認めることができる。 原爆展は、 原爆に対する

科学的認識を高めるという名目で、 学内外の原爆

関連資料の展示や理 ・ 医教官による原爆の講演を

実施し、 一般の参加者も来るほど手応えを感じる

結果となった。 学生たちは小野救援運動の時と同

じく、 原爆展をベルリン ・ アピー ル署名運動に結

びつけることを試みている。

この助走を経て、 京大生たちは8月の第3回世

界青年学生平和友好祭に呼応する全京都青年学生

祭を開催し、 その一環として綜合原爆展、 綜合科

学展、 競技大会の実施を決めた （「E「象牙の塔」

からの脱却」）。 原爆展の会場を提供することになっ

ていた丸物や大学当局は、「政治色jを 警戒し、

後援をめぐって学生側と紛糾したが、 これは交渉

のなかで解決にいたる。 大学以外には労組や新聞

社の支援があったほか、 本番を 前に原爆のスチー

ル展や小原爆展を実施することで、 確実に支持を

広げていった。 本番の準備も学内外の学生数百人

が関わり、 教員も協力し、 広島 ・ 長崎 ・ 東京まで

ハhv

遠出して資料の貸与を受けた。 7月14 日から10

日間にわたって丸物百貨店で開催された綜合原爆

展には約3万人が来場するかつてない反響となっ

た。 この時も学生は企画展を通してベルリン ・ ア

ピー ル署名、 講和投票を実施して多くの賛同を得

たが、 ここには「象牙の塔の中に立龍っている学

問を大衆のものにしようという意欲」が込められ

ていた。

この間も全学連中執と反中執派の対立は続いて

いたが、 8月にコミン フォルムが主流派支持を打

ち出すことで勢力図が変動する（「W「自己批判j

の先に」）。 この余波は学生運動にも及び、 これま

で京大同学会を含む全学連反中執派は「自己批判」

を遂げて、 ひとまず学生運動の戦線統ーを実現し

てストを含む新闘争方針を決定した。 9月にはサ

ン フラン シスコ平和条約が調印され、 学生たちの

運動も国会での批准反対運動に集中した。 京大で

は学長選挙の支援、 楽友会館返還運動など学内の

運動と絡めて批准反対の全学平和大会を計画する

が、 その折衝で大学当局と紛糾し、 文学部ではス

トを決議した結果、 学生処分ヘ発展した。 経済学

部も二条約批准反対に関して「実力行使Jを可決

するなど、 前年後半以来の運動の急進化を認める

ことができる。

京大内では、 同学会を中心に11月の秋季文化祭

の準備に取りかかるが、 その開催時期をめぐって

大学当局と対立した（「V「大衆」との距離J ）。

京大細胞は当局側の強硬な態度の背景として天皇

来学を暴露した。 同学会はこの来学を批判しつつも、

来学を迎えもせず拒否もしない態度を取って、 神

格化や奉迎予算執行への批判を綴った「公開質問状」

を発行した。

以後、 大学当局と学生側は平行線を辿ったまま、

天皇来学の日（11月12日 ）を迎えた。 当日はニュー

ス ・ カーが流した「君が代J に対抗して学生たち

は「平和の歌」で来学した天皇を迎えた。 予め計

画された行動を実行に移したというよりは、 合唱
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も含めその場の展開に身を委ねた学生たちが多かっ

たと思われる。 いうならば、 主流派の武装闘争方

針と国際派のスト戦略の影響を背景として、 綜合

原爆展から二条約批准反対運動へと運動が再急進

化を遂げるなかで、 警官の学内侵入とそれを 許し

た大学当局に対する学生側の反感がこの事件の底

流にあったと考えることができょう。

しかし、 ごの一件によって同学会は解散、 幹部

8名が無期停学を命ぜられたほか、 議会や新 聞で

事件が取り上げられて、 学生たちは「市民」から

多くのパッ シン グと批判を受けた。 学生側は当初

は大学当局批判を繰り広げるものの、 矢面に立つ

学長を学生が支援するというオー ル京大論に訴え

て、 批判の対象はマス ・ メディ アや検察、 天皇な

ど学外勢力へと移っていった。
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『戦 士』19 号、 1951 年7月2日（JMHMC/Box

83）。

(40）前 掲「 全面講和運動 の 歴史 的位置 j。

(41）「 全学連 中執委を不信任か」『学 園.I 1951年6月

4日付。 この ため、 反主流派に立つ関西地方 反戦

学同京大支部や「 日本共産党京大細胞（ 統一委員会）J 

nwu
 

がビラを 撒き、 反攻に出ている（ 日本共産党京大

細胞（ 統一委員会）「平和と学生戦線 統ーの ために

同学会代議員 選挙を斗 いとれ！」（JMHMC/Box

83）。 関西地方 反戦 学同京大支部 「 全学連 中央不信

認否決！ A自治委員会にて」『 初期 全学連資料』

58目5）。

(42）「 民 統派圧倒 的 に勝利」『戦 士』17号、 1951年6

月19日、『戦後』249-7。 ここには反戦学生同盟、「京

大細胞統一委員会な どの名 の下に 、 同学会各 自治

会を 中傷 し、 活動 を 妨害してきた極左 分子（昨年

京大細胞から 除名されたものが中核） が徹底 的 に

敗北を蒙っ たことである。 特に 経済 学部では阪本 、

坂東、 青木（弘）田 中、 松尾という 分裂主義 者が

常に自治会を誹誘 し乍ら 」 な どの批判が加えられ

ているほか、 同学会委員 長 青木宏 が京大細胞 の推

薦を受 けていたことが記されている。 さらに代議

員選挙も行われ、 定員 178の うち 「民統 J 107、「 運

動 部ESSJ 40、「 中間 派」 5、「 反学同 」 6とい う

結果とな った（「注目の 代議員 選挙終る」『学 園』

1951年7月1 日付）。

(43）「 理 、 医共同 で原爆展 文化祭 プログラムより」『戦

士』11号、 1951年5月8日、『戦後』220-1。

(44）田 代秀徳「京都大学学生文化祭 開催についての

御依頼」。

(45）「菊池先生宛井上健 書簡j。 作成年月日は不 明だが、

内容から 春季文化祭前と判断 した。

(46）「 原爆展 “平和の為の 原爆”許せぬ」『戦 士』13

号、 1951年5月21日、『戦 後』218-lo 「修 学 旅行

の女 学生も 評 判集 めた京大 原爆展」『学園』1951

年5月28日付。

(47）「主張 原爆展とコリンズ声明 」『戦 士 .I 13号。

(48）「 原爆展の 中から平和委生る 理学部 、 看護学校

などに j『戦 士 .I 13号。「B・アピール二千へ 」『学

園.I 1951年6月4日付。

(49）「 E回生 平和委員会生る」『 ステトコ.I 6号。

(50）「 全学 いたるところに平和委を ！ 京大平和懇談

会生まるJ『平和の事業』1951年6月26日、 京大

平和懇談会、『戦後』234-1。

(51）「繰りひろぐ京都 青年学生祭 j『学 園』1951年6

月4日付。「京大 反戦歌・詩を募 集 j『学 園』1951
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年5月28日付。

(52）「 京都 青年学生平和祭 予定表」。 ただし、 第 2

部ま で しか掲載されていな い。 これは後述の京都

大学同学会「趣意書」（ 6月8日付） の 資料 と して

配布されたと 考えられる。 同 内容が『平和新聞J

6号（ 1951年6月20日、平和新聞社、 京大文 書館

所蔵） に掲載。「 原爆展と国際管理」 の担当 は法学

部 の民 科グ ループで あったと 考えられる（「進む平

和祭プラン」『 法学部学生自治会 自治会ニュース』

1号、 1951 年6月8日、 法学 部 学生 自 治 会

〔JMHMC/Box 83〕）。

(53） 原爆体験記編纂 委員会「趣意書」。 豊 田善次 の回

想に よれば、「そのころ高橋〔 和巳〕 と親 しかった

宮川裕行が中心にな って被爆者 の手記を集 め、『原

爆体験記』を 刊行した」 と ある（ 同 『 高橋 和巳の

回想』75頁、 1980年12月、構想社）。

(54） 京都大学同学会「趣意書」。 正 しくは 5階で ある。

賛助団体として京都平和に生きる会、 宗教人懇談会、

京都教職員 組合、 同 志社大学平和に生きる会、 同

志社大学 長崎県人会、 同 志社大学 広島県人会が記

されている。

(55）「「標本 類は一 切貸さぬ」田 代書簡J『戦士 .l 17号。

「標本 室に閉錠 悪質妨害者は誰か？ 原爆展ニユー

ス」『 ステトコ』号外 、 1951年6月21日。

(56）京都大学同学会「 何故大学は原爆展を後援しなL E」

『戦後 .l 310-1。 前 掲『 資料 戦後学 生 運 動 』2、

354～6頁。京 大細胞「平和の ために原爆展を守れ！！」

(JMHMC/Box 83）。「“ 原爆展守れ” の全学 署名 起る」

『戦士』17号。

(57） 京 大 同 学会「 丸物、 原 爆 展会場拒否 に 動 く」

(JMHMC/Box 83）。「 会場、 丸物に 確定」『戦士』

18号、 1951年6月25日（JMHMC/Box 83）。 京大

同学会「 原爆展丸物決定！ 科学 展大学 承認に向う ！ 」

『戦後 .l 333-1。「準 備進 む 綜 合原 爆 展j『学 園』

1951年7月5日付。

(58）「綜合科学 展干渉の三条件再 考さすJ『戦士 .l 18号。

総合科学 展については京大同学会「平和と よりよ

き生活の為の 総合 科学 展」（『 初期 全 学連 資 料 』

49-32） も参照。

(59）「 一 千万のB · アピール署名を 」『戦士J 19号。

nu
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(60）「“諸君の 代表を ベルリンへ” 国際祭典 委より同

学会へメッセージj『戦士』20・21号、 1951年7

月19日（JMHMC/Box 83）。

(61）「 原 爆 展 『 原 爆図』五 部 作を 出品」『学 園』

1951年6月11日付。

(62） 京都大学同学会原爆展製作者一同 「 全 京都に守

られる原爆展」（JMHMC/Box 83）。「“ 是非私の 所

で も…” と各 地に 起る原爆展の反 響J『戦士』18号。

「“ 原爆展是非在見に行きたい” 深い感銘よぶスチル展」

『戦士』19号。 前掲「準備進む綜合原爆展」。

(63） 「綜合原爆展の構想」『戦士』17号。

(64）「綜合原爆展の 内容紹介」。

(65）「学園評 論 原爆展の 意義と協力について」『学園』

1951年6月18日付。

(66）「 各 地より資料集る」『学園』1951年6月18日付。

(67）「天を 焼く平和の聖火」『学園 .l 1951年7月9日付。

「京大 反戦 自由の学生歌」楽譜が『戦士 .l 20・21

号に掲載。

(68）「“ まるで 地獄じゃ…”J『戦士 .l 20・21号。

(69）「 原爆体験記で きあがる」『戦士』20・21号。 こ

れに呼応する形で 『学園新聞』8月1日付で も「“平

和は求めて追うべ し” 綜合原爆展特集 」 が組まれ

ている（「“平和は求めて追うべ し”車奈合原爆展特集 」

『学園J 1951年8月1日付）。

(70）「純益孤児園に寄付J『学園』1951年7月9日付。

(71）「“俺たち もやるぞ” と斗いの先頭きる青年労働 者 j

『戦士』22・23号、 1951年8月6日、『戦後』249-

8。

(72）「 三000の武装警官 尻目に 実力でかち と った八 ・

六 平和大会J『戦士』22・23号。

(73）「平和擁護 日本 大会ひらく」『戦士 .l 24・25号、

1951年8月30日（JMHMC/Box 71/Fldr 2-1）。「同

学会晴れて表彰」『戦士』28号、 1951年9月12日、

『戦後』249-lOo この場で平和署名 数が518万、 講

和投票数が464万に 達 したことが報告されている。

(74）前掲『資料 戦後学生運動 』2、 338頁。

(75） 同前 、 352頁。

(76）「戦意を 失う 全 学連 中執 の分 派 J『嵐 をついて』

8号、 1951年6月20日、 京 大文 書館所蔵。 京大 側

は 「 中執 の斗争方針が誤っており、 学連組織を 縮



1950年前後における京大学生運動（下） 綜合原爆展と京大天皇事件を中心に（福家）

小させ、 セクト化して居る」 などと問い質した。

その 後、 中執と距離を とる全学連代議員は、 17日

に東京外大で全国学生統一会議を 開催、 この場で

全学連中執派を非難し、 独自の 活動を推進してい

くことを 決めた。 こうした動向に対して、 全学連

中執側から「全学連第五回全国大会の禁止に抗議

し弾圧に乗ずる分裂策動を糾弾する」 という批判

声明が出されている。 この声明の 署名者には「京

都大学代議員有志」 が含まれ、 京大は反中執派に

属しながらも、 全国学生統一会議には加担してい

なかったと考えられる （ 関西では大阪商大が参加）。

(77）前掲『資料 戦後学生運動j 2、 361、 2頁。

(78）同前、 366頁。

(79） この背景について今西一氏から貴重なご教示を

得た。

(80）前掲『資料 戦後学生運動j 2、 367、 8頁。

(81）「“平沢教授を” の声全学に漉る」『戦士』28号。

同学会「学園を破壊する日米輔導研究会反対 ！」

(JMHMC/Box 71/Fldr 2-1)。

(82）「 ぐんぐん拡がる返還 署名」『戦士』32号、 1951

年10月1日、『戦後』249-130 10月4日から、 経

済学部同好会は学内で批准反対署名をスタートさ

せた（「批准反対署名始る 試験中のE自治会で」『戦

士』33号、『戦後.l 249-14）。

(83）「十三日、 全学平和活動者会議」『戦士.l 33号。「文、

経、 が実力行使へj『学園.l 1951年10月22日付。

(84）同学会中央執行委員会「講和批准を前にして全

学に訴える ！」『戦後.l 142-4。 日本共産党京大細

胞「「政治問題は討議するなJ と大学当局j『戦後J

142-1。

(85）「文学部、 批准反対スト決議」『戦士.l 34・35・

36号、 1951年 10月16日、『戦 後』249-15。 文学

部学友会「文学部学生大会20日スト決議ー告示九号、

批准粉砕楽友会館返還決議ー」『戦後』155-5。

(86） 文学部学友会「批准反対に立ち上ったL学生の

処分を許すな」『戦後』155-Sa

(87）前掲『資料 戦後学生運動』2、 386 頁。

(88）「批准反対署名一千突破」『戦士』34・35・36号。

(89） 全学平和大 会「全学平和大会は訴える 20日批

准反対総ケツキの デモえ！」『京大天皇事件関係資

-21-

料』2-4、 京大文書館所蔵。 以下、『京大天皇』と

略記。「八百の 平和大会聞く」『学園.l 1951年10月

22日付。

(90）前掲「文、 経、 が実力行使へん「更に二学生処

分さる」『学園』1951年10月29日付。

(91）「批准反対総蹴起大会」『戦士.l 34・35・36号。

(92）「実力を以て両条約粉砕に立上ろう 全京都の労

働者の皆さん！！」『京大天皇.l 2-6。

(93）「雨をついて批准反対デモ」「学園』1951年10月

29日付。

(94）「原爆展を再公開」『学園』1951年10月29日付。

この前後の同学会では代議員会の成立が困難になっ

ていた乙と、 10月16日の五全協で掲げられた武装

闘争方針を受けて、 学内から「活動家j の 学生が

消え始めていたことも準備遅延の 一因かもしれな

い （前掲「平和を追い求めた青春」）。

(95) JMHMC/Box 71/Fldr 2-1.ビラでは、 大山郁夫

を迎えて 11月7日に開催予定の集会が天皇来京の

ため当局から妨害されているとも記しており、 学

外から情報を入手した可能性もある。 京大細胞は

7日にも「天皇来学から文化祭を 守れj のビラを

撒いて、 私服警官の侵入や大学当局の頑なな態度

が「天皇行幸の仕業」だとした （ 日本共産党京大

細胞「天皇来学から文化祭を守れj『戦後.l 152-

1）。

(96）同学会「天皇が来ても文化祭を 聞かせよ！」『戦

後』153-1。

(97） 文 学 部 学 友会「文 学 部 学 友会委 員 会決 議」

(JMHMC/Box 71/Fldr 2-1）。

(98）井ケ田良治「天皇来学に当つ ての随想」『平和の

あゆみ』2号、 1951年11月6日、 京大平和懇談会

準備会実行委員会、『戦後』248-10。

(99） 全官公庁労働組合・京都地方協議会・青年婦人

部「声 明 書 （ 水 長宅投石事 件 の真相）」『戦 後J

161-lo 

(100） 京都大学同学会「申入書」『戦後』161-1。

(101) T · K「水長〔水谷長三郎〕宅襲撃時事件につ

いて」『嵐をついて』22号、 1951年11月15日、『戦

後.J 250-lo 

(102） 京都大学同学会「申入書J『京大天皇.l 2-790 
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(103）前掲「申入 書j『戦後』161-1。

(104） 京都大学同学会「公開質問状」『戦後』161-1。

(105）前掲『 高橋 和巳の回想』84頁。

(106）「平和を守 れ」『同学会 ニュー ス.l 2号、 1951

年11月28日、 京都大学同学会、『戦後』159-1。

(107）前掲「平和を 追い求めた青春j。 ただし、 文学

部や吉田分校担当 には充分 に連 絡が行き届いてい

なかったと され、 吉田分校正門前 にはプラカード

が掲げ られた。

(108）前掲『「京大天皇事件」 を語 る会 記録集』25、

36、 37、 46～48頁。

(109） 京大同学会「 大学当局は警官侵入 の責 を とれ」、

日本 共産党京大細胞 「警官を入 れたのが悪いの だ ！」

『戦後 .l 159-1。

(110）「我々は今天皇 制と四 つに組ん で いる」『嵐 をつ

いて』26号、 1951年12 月3 日、 京大文 書館所蔵。

(111）「天皇事件 の教訓｜」『嵐 をついて』27号、 1951

年12 月6日、 京大文 書館所蔵。

(112） 京都大学同学会中央執 行委員会「 京大行幸事件

について市民 の皆 さん に訴えます」『戦後』161-1。

京都大学同学会・ 京都大学同学会執行委員会「京

大行幸事件 の真相と同学会の態度 j『京大天皇』

2-760 
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(113） 京都大学 「 十 一月十 二 日京都大学行幸に際し生

じた混乱 について」『戦後』161-1。

(114）「 大学を守 る会結成 」『同学会ニュース』2号。「「 大

学を守 る会について」その性格と任務」『嵐 をつい

て.l 28号、 1951年12 月10日、 京大文 書館所蔵。

(115） 京都 大学同学会「共同闘争申 入 書j『戦後』

161-1。 京都大学同学会「不当 な処分 に際し全学 の

皆 さんに訴える」『京大天皇』2-27。

(116）「学 長 、 教授 と共に大学を守 ろう 」『嵐をついて』

23号、 1951年11月19日、『戦後』175-1。

(117） 京都大学同学会「 われら誤ち を克服して勝利に

向って湛進せん 」『戦後』159-lo

(118） 京大同学会「 事務所を一時引き上げ るに当って

の同学会声明 」『戦後 .l 159-1。

(119） 京都大学同学会執行委員会「討論資料＝ 全 日本

の学生・教授・職員に訴える声明の同学会草案」『戦

後』145-5。

(120） 京都大学同学会「 われ等天皇 制の強化に反対す

る（ 草案）」『戦後』158-1。

(121） 京都大学同学会「 京大生の訴え（ 草案）」『同学

会ニュース』2号。

(122） 京都大学同学会「嵐 を呼ぶ政治 j『戦後』145-

6。


